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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期
第２四半期
連結累計期間

第101期
第２四半期
連結累計期間

第100期

会計期間
自平成22年６月１日
至平成22年11月30日

自平成23年６月１日
至平成23年11月30日

自平成22年６月１日
至平成23年５月31日

売上高（千円） 18,217,164 18,053,303 36,221,053

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△73,019 340,137 △42,150

四半期純利益又は四半期（当期）純

損失（△）（千円）
△268,686 222,697 △366,013

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△282,300 247,164 △315,110

純資産額（千円） 10,605,425 10,735,795 10,572,387

総資産額（千円） 19,074,071 18,598,998 18,404,887

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）（円）

△32.12 26.62 △43.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 55.6 57.7 57.4

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△275,738 375,030 138,555

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△284,305 △8,174 △544,877

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△51,212 △31,197 △291,428

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
3,277,281 3,499,607 3,180,472

　

回次
第100期
第２四半期
連結会計期間

第101期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年９月１日
至平成22年11月30日

自平成23年９月１日
至平成23年11月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）

（円）

△33.78 12.19

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．第100期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　４．第101期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　５．第100期第２四半期連結累計期間及び第100期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災の影響により停滞を余

儀なくされましたが、サプライチェーンの正常化とともに、生産活動も持ち直しの兆しが見られました。しかしなが

ら、欧州の債務問題や米国の景気減速等による世界景気の低迷懸念の高まりのほか、歴史的な円高やタイの洪水被

害による各種産業への影響など、国内の景気全体の先行きへの不透明感も一層強まってまいりました。

このような状況のもと、当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用会社。以下同じ）といたしましては、

引き続き市場ニーズに迅速に対応した高付加価値商品の提供を推進し、新製品の開発やグローバルな視点での新規

市場開拓に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は180億53百万円（前年同期比0.9％減）、経常利益は３億40百万

円（前年同期は73百万円の経常損失）、四半期純利益は２億22百万円（前年同期は２億68百万円の四半期純損失）

となりました。

当第２四半期連結累計期間のセグメント別の状況は以下のとおりであります。

（不織布事業）

国内につきましては、光学関連・医療機器関連向けが比較的好調であったものの、東日本大震災の影響による国

内産業の稼働率低下に伴う不織布製品の需要の落ち込みや、印刷業界・出版業界における洋紙の需要低迷などによ

り、売上高は低調に推移しました。海外につきましては、光学機器メーカーやエレクトロニクス産業向けが堅調な滑

り出しを見せたものの、タイの洪水被害の影響によるアジア諸国での生産の停滞のほか、世界的な景気停滞の影響

により各種産業の稼働も鈍く、原料価格高騰に伴う販売価格の上昇や円高の影響もあり、苦戦を強いられました。し

かし、国内・海外ともに販売費が減少したこともあり、営業利益は増益となりました。

また、連結子会社の日本プラントシーダー㈱が担うアグリ分野では、福島第一原子力発電所の事故に伴う風評被

害等による近隣地域での作付け減少の影響はあったものの、北東北、北海道地方および九州地方においては好調で

あり、海外向けも含めて総じて堅調に推移しました。

これらの結果、売上高は55億61百万円（前年同期比5.5％減）、セグメント利益は３億58百万円（前年同期比

18.1％増）となりました。

（家庭紙・日用雑貨事業）

連結子会社のアズフィット㈱が営む家庭紙・日用雑貨事業につきましては、トイレットペーパーやティシュペー

パー等の家庭紙の価格が持ち直しの兆しを見せたものの、東日本大震災以降の消費の低迷や夏場の需要落ち込みも

あり、売上高は低調に推移しました。また、物流センター統廃合等の効率化による販売費の削減も進んでおり、多額

の商品評価損を計上した前年同期に比べ大幅に収益改善したものの、依然として厳しい収益状況となりました。こ

れらの結果、売上高は124億56百万円（前年同期比1.3％増）、セグメント損失は13百万円（前年同期は３億62百万

円のセグメント損失）となりました。

（その他の事業）

その他の事業につきましては、賃貸不動産のテナント減少等により、売上高は35百万円（前年同期比18.3％減）、

セグメント利益は０百万円（前年同期は８百万円のセグメント損失）となりました。

なお、屋内型水耕栽培設備による野菜の生産・販売を行う「日本橋やさい」事業につきましては、平成23年９月

をもって工場の稼働を停止いたしました。

　

注）連結子会社の日本プラントシーダー㈱およびアズフィット㈱の決算期は２月末日のため、当第２四半期連結累

計期間には各社の平成23年３月から同年８月の実績が反映されております。
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（２）財政状態の分析　

（資産）

資産につきましては、前連結会計年度末に比べて１億94百万円増加し、185億98百万円となりました。主な要因は、

「受取手形及び売掛金」の増加３億55百万円、「商品及び製品」の減少１億11百万円であります。

（負債）

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて30百万円増加し、78億63百万円となりました。主な要因は、「短

期借入金」の増加70百万円、「賞与引当金」の減少25百万円であります。

（純資産）

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて１億63百万円増加し、107億35百万円となりました。主な要因

は、「利益剰余金」の増加１億39百万円であります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ

・フロー増加額が３億75百万円、投資活動によるキャッシュ・フロー減少額が８百万円、財務活動によるキャッ

シュ・フロー減少額が31百万円となり、当第２四半期連結会計期間末の残高は前連結会計年度末に比べ３億19百万

円増加し34億99百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は３億75百万円（前年同期は２億75百万円の使用）となりました。収入の主な内訳

は、「税金等調整前四半期純利益」３億85百万円、「たな卸資産の増減額」１億47百万円、「減価償却費」１億29百

万円であり、支出の主なものは、「売上債権の増減額」３億55百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は８百万円（前年同期比２億76百万円減）となりました。収入の主なものは、「保険

積立金の払戻による収入」54百万円であり、支出の主なものは、「有形固定資産の取得による支出」48百万円であ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は31百万円（前年同期比20百万円減）となりました。収入の主なものは、「短期借入

金の純増減額」70百万円であり、支出の主なものは、「配当金の支払額」83百万円であります。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動　

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、14,791千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループ全体の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成23年11月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年１月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,435,225 8,435,225
東京証券取引所

市場第二部

　単元株式数

　100株

計 8,435,225 8,435,225 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年９月１日～

平成23年11月30日
－ 8,435 － 1,322,214 － 1,374,758
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（６）【大株主の状況】

 平成23年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 株式会社小津商店  東京都中央区日本橋本町３－６－２ 2,876 34.10

 小津取引先持株会  東京都中央区日本橋本町３－６－２ 401 4.76

 小津産業従業員持株会  東京都中央区日本橋本町３－６－２ 174 2.07

 今井　武一  東京都大田区 169 2.01

 別府　清一郎  東京都世田谷区 137 1.63

 日本大昭和板紙株式会社  東京都千代田区神田須田町１－３ 133 1.59

 旭化成せんい株式会社  大阪府大阪市北区中之島３－３－２３ 117 1.40

 株式会社みずほ銀行  東京都千代田区内幸町１－１－５ 117 1.39

 株式会社三井住友銀行  東京都千代田区丸の内１－１－２ 110 1.30

 池田　つま子  東京都世田谷区 96 1.14

計 － 4,334 51.39

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　　69,900 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式   8,359,000 83,590 同上

単元未満株式 普通株式     　6,325 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 8,435,225 － －

総株主の議決権 － 83,590 －

　（注）　　「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式100株（議決権の数１個）含まれており

ます。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。

　

②【自己株式等】

 平成23年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　小津産業株式会社
東京都中央区日本橋本町

三丁目６番２号
69,900 － 69,900 0.83

計 － 69,900 － 69,900 0.83
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成

23年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,321,095 3,618,692

受取手形及び売掛金 5,843,410 6,198,692

有価証券 101,951 101,991

商品及び製品 1,169,480 1,057,964

原材料 241,649 205,453

繰延税金資産 75,825 64,952

その他 731,463 527,692

貸倒引当金 △7,094 △6,961

流動資産合計 11,477,782 11,768,478

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,418,864 5,441,941

減価償却累計額 △3,091,303 △3,161,023

建物及び構築物（純額） 2,327,561 2,280,918

機械装置及び運搬具 384,724 393,291

減価償却累計額 △324,759 △334,139

機械装置及び運搬具（純額） 59,964 59,152

土地 1,760,344 1,736,444

リース資産 3,450 3,450

減価償却累計額 △1,437 △1,782

リース資産（純額） 2,012 1,667

その他 141,737 145,412

減価償却累計額 △112,367 △113,133

その他（純額） 29,370 32,278

有形固定資産合計 4,179,253 4,110,461

無形固定資産

のれん 154,391 132,335

リース資産 48,160 36,485

その他 121,655 106,256

無形固定資産合計 324,206 275,077

投資その他の資産

投資有価証券 1,723,466 1,787,997

長期貸付金 34,616 35,264

繰延税金資産 21,481 21,776

その他 672,596 621,551

貸倒引当金 △28,516 △21,607

投資その他の資産合計 2,423,644 2,444,981

固定資産合計 6,927,105 6,830,520

資産合計 18,404,887 18,598,998
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,729,564 3,728,774

短期借入金 900,000 970,000

1年内返済予定の長期借入金 605,989 600,620

1年内償還予定の社債 500,000 500,000

リース債務 24,548 24,812

未払法人税等 75,155 117,984

賞与引当金 48,865 23,467

役員賞与引当金 1,520 －

その他 621,169 574,424

流動負債合計 6,506,812 6,540,083

固定負債

社債 550,000 550,000

長期借入金 300,000 300,000

リース債務 27,341 14,869

繰延税金負債 237,725 255,466

退職給付引当金 71,976 71,457

役員退職慰労引当金 83,420 88,745

その他 55,223 42,580

固定負債合計 1,325,687 1,323,119

負債合計 7,832,500 7,863,203

純資産の部

株主資本

資本金 1,322,214 1,322,214

資本剰余金 1,374,967 1,374,967

利益剰余金 7,691,036 7,830,079

自己株式 △82,200 △82,303

株主資本合計 10,306,017 10,444,957

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 266,369 290,837

その他の包括利益累計額合計 266,369 290,837

純資産合計 10,572,387 10,735,795

負債純資産合計 18,404,887 18,598,998
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 18,217,164 18,053,303

売上原価 15,351,743 15,077,234

売上総利益 2,865,420 2,976,068

販売費及び一般管理費 ※1
 2,950,272

※1
 2,648,453

営業利益又は営業損失（△） △84,852 327,614

営業外収益

受取利息 1,662 1,343

受取配当金 30,528 20,411

仕入割引 13,081 20,544

持分法による投資利益 2,054 －

その他 10,609 18,921

営業外収益合計 57,937 61,220

営業外費用

支払利息 21,899 18,500

売上割引 1,491 1,415

為替差損 19,649 19,827

持分法による投資損失 － 39

その他 3,063 8,915

営業外費用合計 46,103 48,698

経常利益又は経常損失（△） △73,019 340,137

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,896 －

保険返戻金 12,150 27,462

受取保険金 － 33,542

固定資産売却益 55 130

その他 － 1,191

特別利益合計 15,102 62,327

特別損失

固定資産除却損 － 156

投資有価証券評価損 13,365 12,387

事業構造改善費用 ※2, ※3
 56,637 －

退職給付制度改定損 32,277 －

災害による損失 － 3,359

その他 750 741

特別損失合計 103,029 16,644

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△160,946 385,819

法人税、住民税及び事業税 78,801 153,236

法人税等調整額 28,937 9,886

法人税等合計 107,739 163,122

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△268,686 222,697

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △268,686 222,697
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△268,686 222,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,614 24,467

その他の包括利益合計 △13,614 24,467

四半期包括利益 △282,300 247,164

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △282,300 247,164

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

小津産業株式会社(E02842)

四半期報告書

13/22



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△160,946 385,819

減価償却費 116,674 129,139

のれん償却額 22,055 22,055

貸倒引当金の増減額（△は減少） 707 △7,042

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,636 △25,397

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,600 △1,520

退職給付引当金の増減額（△は減少） △55,013 △519

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △71,400 5,325

受取利息及び受取配当金 △32,191 △21,755

支払利息 21,899 18,500

為替差損益（△は益） 15,053 16,524

持分法による投資損益（△は益） △2,054 39

保険返戻金 △12,150 △27,462

有形固定資産売却損益（△は益） △55 △130

有形固定資産除却損 － 156

投資有価証券評価損益（△は益） 13,365 12,387

事業構造改善費用 56,637 －

受取保険金 － △33,542

災害損失 － 3,359

売上債権の増減額（△は増加） 227,949 △355,282

たな卸資産の増減額（△は増加） 297,792 147,712

仕入債務の増減額（△は減少） △422,319 △789

未払消費税等の増減額（△は減少） △29,754 32,931

その他の資産の増減額（△は増加） 59,196 219,363

その他の負債の増減額（△は減少） △166,444 △66,116

その他 △4,018 1,808

小計 △104,979 455,564

利息及び配当金の受取額 32,127 21,713

利息の支払額 △25,743 △18,494

保険金の受取額 － 33,542

災害損失の支払額 △51,571 △5,330

法人税等の支払額 △125,570 △111,964

営業活動によるキャッシュ・フロー △275,738 375,030
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年11月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △279,879 △48,019

有形固定資産の売却による収入 55 24,030

有形固定資産の除却による支出 － △49

無形固定資産の取得による支出 △18,186 △7,901

投資有価証券の取得による支出 △8,548 △34,073

投資有価証券の売却による収入 － 17

貸付けによる支出 － △4,800

貸付金の回収による収入 2,461 5,183

定期預金の預入による支出 △5,250 －

定期預金の払戻による収入 － 21,500

保険積立金の積立による支出 △39,815 △2,246

保険積立金の払戻による収入 65,606 54,313

長期前払費用の取得による支出 △250 －

その他 △500 △16,128

投資活動によるキャッシュ・フロー △284,305 △8,174

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 60,000 70,000

長期借入金の返済による支出 △15,391 △5,369

自己株式の取得による支出 △113 △103

配当金の支払額 △83,756 △83,515

リース債務の返済による支出 △11,951 △12,208

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,212 △31,197

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,053 △16,524

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △626,309 319,134

現金及び現金同等物の期首残高 3,903,591 3,180,472

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,277,281

※
 3,499,607
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年11月30日）

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年11月30日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年11月30日）

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年６月１日
至  平成23年11月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年11月30日）

※１． 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

※１． 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

荷造運搬費 794,666千円

貸倒引当金繰入額 3,407千円

役員報酬 116,840千円

給料手当 676,014千円

賞与引当金繰入額 73,206千円

委託料 156,999千円

福利厚生費 115,935千円

役員退職慰労引当金繰入額 31,600千円

退職給付費用 74,765千円

減価償却費 58,749千円

のれん償却額 22,055千円

賃借料 233,003千円

荷造運搬費 853,708千円

貸倒引当金繰入額 52千円

役員報酬 98,530千円

給料手当 685,866千円

賞与引当金繰入額 21,717千円

委託料 160,709千円

福利厚生費 108,091千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,325千円

退職給付費用 38,085千円

減価償却費 83,463千円

のれん償却額 22,055千円

賃借料 123,264千円

※２．事業構造改善費用

　事業構造改善費用は連結子会社アズフィット㈱の収益

改善に向けた事業構造改革に伴うものであり、その内訳

は次のとおりであります。

固定資産除却損 17,682千円

減損損失 21,843千円

その他 17,111千円

　計 56,637千円

　

　２．　　　　　　　　―――――

※３．減損損失

　当社グループは、以下の資産グループについて減損損

失を計上しました。

場所 用途 種類

川崎市川崎区、

茨城県土浦市等

家庭紙・日用雑貨

事業用資産

建物及び構築物、

土地等

※固定資産の種類ごとの減損損失の内訳

建物及び構築物 8,495千円

機械装置及び運搬具 739千円

土地 12,316千円

その他 292千円

　計 21,843千円

　当社グループは、管理会計上の区分であり、独立して

キャッシュ・フローを生み出す最小の単位でもある事

業ごとにグルーピングを行っております。 

　なお、処分予定資産については資産の種類ごとにグ

ルーピングを行っております。

　連結子会社アズフィット㈱の物流センターの統廃合

に伴い、処分を予定している資産について、帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上したものであります。

　なお、回収可能価額は、処分見込額に基づく正味売却

価額により測定しております。　

　３．　　　　　　　　―――――
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年11月30日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年11月30日現在）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年11月30日現在）

現金及び預金勘定         3,442,345千円

有価証券勘定        101,911千円

預入期間が３か月
      △266,976千円

を超える定期預金

現金及び現金同等物         3,277,281千円

現金及び預金勘定         3,618,692千円

有価証券勘定        101,991千円

預入期間が３か月
      △221,076千円

を超える定期預金

現金及び現金同等物         3,499,607千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年８月27日

定時株主総会
普通株式 83,656 10平成22年５月31日平成22年８月30日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月26日

定時株主総会
普通株式 83,654 10平成23年５月31日平成23年８月29日利益剰余金

 

EDINET提出書類

小津産業株式会社(E02842)

四半期報告書

18/22



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

不織布
家庭紙・
日用雑貨

計

売上高        

外部顧客への売上

高
5,882,73512,291,23718,173,97243,19118,217,164－ 18,217,164

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

46,800 7,131 53,93278,357132,289△132,289 －

計 5,929,53512,298,36918,227,905121,54818,349,453△132,28918,217,164

セグメント利益又は

損失（△）
303,866△362,569△58,703△8,612△67,316△17,536△84,852

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、日本橋やさい事業、不動産賃貸

事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額17,536千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「家庭紙・日用雑貨」セグメントにおいて、連結子会社アズフィット株式会社の物流センターの統廃合に伴

い、処分を予定している資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上

しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては21,843千円であり、特別

損失の事業構造改善費用として計上しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

不織布
家庭紙・
日用雑貨

計

売上高        

外部顧客への売上

高
5,561,76112,456,26118,018,02335,27918,053,303－ 18,053,303

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

18,831 5,151 23,98371,36995,353△95,353 －

計 5,580,59312,461,41318,042,007106,64818,148,656△95,35318,053,303

セグメント利益又は

損失（△）
358,803△13,980344,823 914 345,738△18,123327,614

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、日本橋やさい事業、不動産賃貸

事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額18,123千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

小津産業株式会社(E02842)

四半期報告書

19/22



（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）

　　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△32円12銭 26円62銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△268,686 222,697

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△268,686 222,697

普通株式の期中平均株式数（株） 8,365,603 8,365,363

　（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年１月13日

小津産業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　満夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　祥且　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小津産業株式会社の

平成23年６月１日から平成24年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23年

11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小津産業株式会社及び連結子会社の平成23年11月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

　　　　告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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